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山
梨
女
性
い
き
い
き
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に

佐
藤
丸
子
氏
が
就
任

山
梨
女
性
い
き
い
き
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

任
期
満
了
に
伴
い
、
四
月
一
日
付
で
道
志

村
八
、
三
三
八
番
地
の
佐
藤
丸
子
氏
が
就

任
さ
れ
ま
し
た
。

毎
年
七
月
は
強
調
月
間
と
定
め
ら
れ
て

全
国
で
多
彩
な
催
し
が
展
開
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

私
達
の
道
志
村
に
於
い
て
も
、
青
対
本

部
を
中
心
に
、
村
民
会
議
及
び
関
係
機
関

が
一
体
と
成
り
、
青
少
年
の
健
全
育
成
を

願
っ
て
月
間
中
広
報
啓
発
活
動
を
は
じ

め
、
パ
ト
ロ
ー
ル
等
を
実
施
し
環
境
の
整

備
と
併
行
し
て
、
青
少
年
の
非
行
行
動
に

対
す
る
指
導
等
を
行
い
ま
す
。

青
少
年
一
人
ひ
と
り
が
、
社
会
の
一
員

と
し
て
の
役
割
を
自
覚
し
、
協
調
性
と
責

任
感
の
あ
る
社
会
人
と
し
て
成
長
し
て
い

く
こ
と
は
、
村
民
す
べ
て
の
願
い
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
少
年
非
行
等
は
、
少

年
人
口
が
減
少
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
全
国
的
に
増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

質
的
に
も
、
凶
悪
・
粗
暴
な
事
件
、
薬
物

乱
用
等
後
を
絶
た
ず
、
憂
慮
す
べ
き
状
況

に
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
村
民
一
人
ひ
と
り
の
非
行
防

止
に
対
す
る
気
運
を
さ
ら
に
醸
成
す
る
と

と
も
に
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
社
会
・
職

場
が
緊
密
に
連
携
し
、
総
力
を
あ
げ
て
青

少
年
の
非
行
防
止
の
推
進
を
図
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

●
大
人
が
変
わ
れ
ば
、
子
供
も
変
わ
る

●
き
び
し
さ
と
、
や
さ
し
さ
で
摘
む
、

非
行
の
芽

多
感
な
青
少
年
の
心
を
傷
つ
け
る
こ
と

な
く
、
正
し
い
道
を
歩
ま
せ
る
こ
と
は
容

易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
大
人
が
毎
日
の
行

動
の
中
で
手
本
を
示
す
よ
う
み
ん
な
で
注

意
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

村
民
の
皆
さ
ん
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

「
青
少
年
の
非
行
問
題
に

取
り
組
む
強
調
月
間
」
で
す

7月は

任
期
は
二
年
、
今
後
の
県
政
、
ま
た
村

政
に
対
す
る
女
性
施
策
に
関
す
る
ご
活
躍

を
期
待
い
た
し
ま
す
。

�



働
き
続
け
る
た
め
に
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て

い
る
こ
と
や
、
心
配
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？

育
児
・
介
護
・
家
事
な
ど
の
情
報
を
無

料
で
提
供
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ど
う

ぞ●
育
児
情
報

公
立
・
私
立
保
育
所
、
家

庭
保
育
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、
ベ

ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
、
保
育
サ
ポ
ー
タ
ー

●
介
護
情
報

高
年
齢
者
向
け
福
祉
サ
ー

ビ
ス
、
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
、
民
間
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
、
介
護
用
品

●
家
事
代
行
情
報

家
政
婦
紹
介
所
、
家

事
代
行
サ
ー
ビ
ス
な
ど

★
受
付
時
間

月
〜
金
曜
日

九
時
三
〇
分
〜
十
六
時
三
〇
分

（
祝
日
を
除
く
）

（財）
二
十
一
世
紀
職
業
財
団
山
梨
事
務
所

〒
四
〇
〇
‐
〇
〇
三
一

甲
府
市
丸
の
内
二
―
三
〇
‐
二
　

甲
府
第
一
生
命
ビ
ル
二
階
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差
し
に
暖
め
ら
れ
た
空
気
が
上
昇
気
流
と

な
り
、
積
乱
雲
を
発
生
さ
せ
て
起
こ
り
ま

す
が
、
夜
や
朝
に
鳴
る
雷
は
、
時
と
し
て

集
中
豪
雨
の
よ
う
な
激
し
い
雨
を
も
た
ら

し
ま
す
。
昔
の
こ
と
わ
ざ
に
「
朝
雷
に
川

渡
り
す
な
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。

朝
に
雷
が
鳴
る
よ
う
な
と
き
は
、
目
の

前
で
雨
が
降
っ
て
い
な
く
て
も
、
川
の
上

流
で
は
大
雨
の
恐
れ
が
あ
る
と
、
川
渡
り

す
る
旅
人
に
注
意
を
促
し
て
い
る
の
で

す
。
時
代
は
変
わ
っ
て
も
、
こ
の
経
験
訓

は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
心
に
留
め
て
お
き
た

い
も
の
で
す
。

に
見
舞
わ
れ
ま
す
。
梅
雨
が
明
け
よ
う
と

し
て
い
る
と
き
、
あ
る
い
は
明
け
た
直
後

に
、
い
っ
と
き
降
り
し
き
る
強
い
雨
―
―

こ
れ
を
「
送
り
梅
雨
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

季
節
の
境
目
と
な
る
送
り
梅
雨
は
、
し

ば
し
ば
雷
を
伴
い
、
そ
れ
が
い
っ
そ
う
梅

雨
を
送
り
だ
す
力
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
し

か
し
一
方
で
、
雷
は
大
雨
の
恐
れ
あ
り
と

い
う
注
意
信
号
で
も
あ
り
ま
す
。

夏
の
雷
雨
は
ふ
つ
う
、
日
中
の
強
い
日

一
か
月
あ
ま
り
続
い
た
梅
雨
も
、
七
月

に
入
る
と
そ
ろ
そ
ろ
明
け
始
め
ま
す
。
梅

雨
明
け
の
平
年
日
は
、
九
州
南
部
が
七
月

十
三
日
ご
ろ
、
関
東
甲
信
が
七
月
二
十
日

ご
ろ
、
東
北
南
部
が
七
月
二
十
三
日
ご
ろ

で
す
。

近
畿
地
方
の
梅
雨
明
け
平
年
日
は
七
月

十
七
日
ご
ろ
で
、
折
り
し
も
京
都
で
は

祇ぎ

園お
ん

祭
り
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
、
山
鉾

や
ま
ぼ
こ

巡
行
が

催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
日
か
ら
の
一
か
月
が

「
京
都
の
真
夏
」
と
言
わ
れ
て
お
り
、
こ

れ
が
、
ま
さ
に
梅
雨
と
真
夏
を
分
け
る
行

事
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

と
こ
ろ
が
こ
の
日
は
よ
く
雷
雨
や
大
雨

送送送送りりりり梅梅梅梅雨雨雨雨

歳
時
記

仕事と家庭の
両立で困ったら

＊愛称　2020
フレーフレー

テレフォン

☎ 055―254―2020
7月1日からスタートします

村
内
一
斉
清
掃
と
消
毒
ご
苦
労
様
で
し
た
。

村
内
一
斉
清
掃
と
消
毒
ご
苦
労
様
で
し
た
。

側溝作業
をする

東神地地
区の皆さ

ん

中学生も

清掃に協
力して

下さいま
した。

缶やごみを収集し、車に積込作業小善地地区の皆さん

消防団員
による

ハエや蚊
の予防の

ための消
毒の作業

（大室指
地区）
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村
で
は
、
今
年
も
五
月
の
住
民
健
診
の

中
で
、
骨
粗
鬆
症
検
診
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
約
十
人
に
一
人
の
人
が
、
骨

粗
鬆
症
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
日
常
生

活
に
注
意
が
必
要
と
の
こ
と
で
し
た
。
そ

し
て
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
四
〇
〜
六
〇
代

の
女
性
で
し
た
。
骨
粗
鬆
症
の
原
因
や
予

防
法
な
ど
を
知
っ
て
、
若
い
と
き
か
ら
予

防
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

骨
粗
鬆
症
と
は
、

体
内
の
カ
ル
シ
ウ
ム
が
不
足
し
て
、
骨

に
鬆す

が
入
っ
た
よ
う
に
ス
カ
ス
カ
に
な
り

骨
が
も
ろ
く
な
る
病
気
を
骨
粗
鬆
症
と
い

い
、
骨
折
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

◆

骨
粗
鬆
症
の
原
因

◆

・
カ
ル
シ
ウ
ム
不
足→

カ
ル
シ
ウ
ム
は

骨
の
材
料
と
な
る

・
運
動
不
足→

運
動
は
骨
に
カ
ル
シ
ウ

ム
を
た
く
わ
え
る

・
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
不
足→

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
は

カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
を
た
す
け
る

・
年
齢→

四
〇
歳
ぐ
ら
い
か
ら
骨
の
量

が
減
っ
て
く
る

・
女
性
ホ
ル
モ
ン→

女
性
ホ
ル
モ
ン

（
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
）
が
不
足
し
骨
の

量
が
減
り
閉
経
後
骨
粗
鬆
症
が
多
く

な
る

◆

予
防
法
と
し
て

◆

骨
粗
鬆
症
の
予
防
法
と
し
て
、
ま
ず
カ

ル
シ
ウ
ム
の
多
い
食
物
を
と
る
な
ど
し
て

カ
ル
シ
ウ
ム
の
補
給
が
大
切
で
す
。
ま
た

適
度
な
運
動
を
習
慣
に
し
て
、
運
動
不
足

を
解
消
し
ま
し
ょ
う
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
は
、

太
陽
の
紫
外
線
に
よ
り
作
ら
れ
ま
す
。
日

光
浴
を
す
る
こ
と
で
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸

収
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

骨
粗
鬆
症
は
、
年
々
増
え
つ
づ
け
て
お

り
、
特
に
四
〇
歳
代
以
上
の
女
性
に
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
若
い
と
き
か
ら
予
防
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

粗
大
ゴ
ミ
の
収
集
を
次
の
通
り
行
い
ま

す
の
で
御
利
用
下
さ
い
。

一
、
日
時
と
場
所

・
平
成
十
三
年
七
月
十
二
日
（木）

午
前
九
時
〜
午
後
四
時

旧
久
保
分
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
平
成
十
三
年
七
月
二
十
五
日
（水）

午
前
九
時
〜
午
後
四
時

旧
善
之
木
小
グ
ラ
ウ
ン
ド

※
家
電
四
品
目
（
テ
レ
ビ
、
エ
ア
コ
ン
、

冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
）
は
絶
対
に
出
さ
な

い
で
下
さ
い
。

※
当
日
は
係
員
が
待
機
し
て
お
り
ま
す
の

で
指
示
に
従
っ
て
下
さ
い
。

食
中
毒
が
発
生
し
や
す
い
季
節
に
な
り

ま
し
た
。

特
に
夏
場
（
六
月
〜
十
月
）
に
多
い
の

が
、
魚
介
類
を
原
因
と
す
る
腸
炎
ビ
ブ
リ

オ
食
中
毒
で
す
。

予
防
に
は
い
く
つ
か
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ

り
ま
す
の
で
覚
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
！

冷
蔵
庫
の
活
用
…
温
度
管
理
が
決
め
手

腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
は
四
度
以
下
で
は
増
殖

で
き
ま
せ
ん
。
魚
介
類
は
「
チ
ル
ド
室
」

ま
た
は
冷
蔵
庫
上
部
の
「
冷
気
の
吹
き
出

し
口
」
に
近
い
と
こ
ろ
で
保
存
し
ま
し
ょ

う
。ま

た
、
で
き
る
だ
け
開
け
閉
め
を
少
な

く
す
る
、
食
品
を
詰
め
込
み
す
ぎ
な
い

（
冷
蔵
庫
容
量
の
７
割
以
下
）
こ
と
も
ポ

イ
ン
ト
で
す
。

調
理
器
具
の
管
理
…
確
実
な
洗
浄
が

決
め
手

魚
介
類
の
下
ご
し
ら
え
に
使
用
し
た
ま

な
板
や
包
丁
に
は
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
が
付
着

し
ま
す
。
他
の
食
品
を
汚
染
し
な
い
よ
う
、

「
台
所
用
洗
剤
」
で
洗
浄
し
、「
熱
湯
」
等

で
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。
消
毒
効
果
の
あ
る

石
鹸
で
の
手
洗
い
も
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

保
存
容
器
の
準
備
…
接
触
防
止
が

決
め
手

生
の
魚
や
切
り
身
な
ど
を
冷
蔵
庫
で
保

存
す
る
に
は
、
必
ず
「
ラ
ッ
プ
を
か
け
る
」

か
「
密
封
性
の
あ
る
容
器
」
を
使
用
し
ま

し
ょ
う
。
他
の
食
品
に
触
れ
な
い
こ
と
が

ポ
イ
ン
ト
で
す
。

吉
田
保
健
所
・
衛
生
課
（
山
田
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
五
五
五
―
二
四
―
九
〇
三
三

―

ろ
う
学
校
教
育
相
談
・

乳
幼
児
教
室

―

お
子
さ
ま
の
「
き
こ
え
」
「
こ
と
ば
」

に
つ
い
て
、
夏
休
み
中
の
相
談
会
を
開
催

い
た
し
ま
す
。

①
う
し
ろ
か
ら
呼
ん
で
も
振
り
向
か
な
い

②
身
の
回
り
の
音
に
気
付
か
な
い

③
な
か
な
か
こ
と
ば
が
で
な
い

④
話
が
う
ま
く
通
じ
な
い
　
な
ど

こ
の
よ
う
な
不
安
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
言
語
聴
覚
士
の
資
格
の

あ
る
教
員
が
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。
聴
力

検
査
、
補
聴
器
相
談
も
受
付
け
て
お
り
ま

す
。

★
完
全
個
別
予
約
制
で
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。

★
ろ
う
学
校
入
学
と
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

★
相
談
・
検
査
等
、
す
べ
て
無
料
で
す
。

日
　
時

平
成
十
三
年
八
月
一
日
（水）
〜

八
月
三
日
（金）

三
日
間

午
前
九
時
〜
午
後
五
時
　

場
　
所

山
梨
県
立
ろ
う
学
校
　
乳
幼
児

教
育
相
談
室

対
象
児

〇
歳
児
か
ら
受
付
け
て
い
ま
す
。

申
し
込
み

事
前
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
日
時
を
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
五
五
三
―
二
二
―
一
三
七
八

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
五
五
三
―
二
二
―
六
四
一
九

（
橘
田
・
金
子
）

骨こ
つ

粗そ

鬆
し
ょ
う

症
し
ょ
う

を
予
防
す
る

腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
に
よ
る

食
中
毒
を
予
防
す
る
た
め
に

粗
大
ゴ
ミ
の
収
集
に
つ
い
て

夏
休
み
子
ど
も
の
「
き
こ
え
」
と

「

こ
と
ば
」
の
相
談
会
の
お
知
ら
せ



（9）

日
　
時

平
成
十
三
年
七
月
九
日
（月）

午
前
十
時
三
十
分
〜
十
二
時

午
後
一
時
〜
三
時

会
　
場

午
前
／
役
場

午
後
／
道
の
駅
道
志

主
　
催

道
志
村

道
志
村
商
工
会

選
べ
ま
す
三
つ
の
献
血

●
四
〇
〇
　

●
成
分
献
血

●
二
〇
〇
　

◆
特
に
四
〇
〇
　
献
血
と
成
分
献
血
が
必

要
で
す

山
梨
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

〒
四
〇
〇-

〇
〇
六
二

甲
府
市
池
田
一
丁
目
六
番
一
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
五
五
―
二
五
一
―
五
八
九
一

六
月
三
日
、
富
士
山
が
噴
火
し
た
こ
と

を
想
定
し
た
「
防
災
訓
練
」
を
実
施
し
ま

し
た
。

大
規
模
な
噴
火
が
起
こ
り
ま
す
と
、
災

害
応
急
対
策
と
し
て
緊
急
救
護
活
動
・
緊

急
物
資
輸
送
活
動
が
、
安
全
か
つ
円
滑
に

行
わ
れ
る
よ
う
に
、
通
行
禁
止
等
の
交
通

規
制
が
行
わ
れ
ま
す
。

交
通
規
制
が
行
わ
れ
た
時
は
、
現
場
の

警
察
官
の
指
示
ま
た
は
、
現
場
の
交
通
規

制
標
識
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

車
を
運
転
中
に
、
地
震
を
感
じ
た
と
き

本
年
七
月
よ
り
水
道
料
金
の
口
座
振
替

を
開
始
い
た
し
ま
す
の
で
、
御
希
望
の
方

は
道
志
村
役
場
環
境
保
健
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

で
き
る
限
り
安
全
な
方
法
に
よ
り
、

車
を
道
路
の
左
端
に
止
め
て
く
だ
さ
い
。

停
止
後
は
、
カ
ー
ラ
ジ
オ
等
に
よ
り

地
震
情
報
・
火
山
情
報
・
交
通
情
報
等

を
聞
い
て
、
そ
の
情
報
及
び
周
囲
の
状

況
に
応
じ
て
行
動
し
て
く
だ
さ
い
。

自
動
車
を
置
い
て
避
難
す
る
と
き

は
、
で
き
る
限
り
道
路
外
に
置
い
て
く

だ
さ
い
。

や
む
を
得
ず
、
道
路
上
に
車
を
置
い
て

避
難
す
る
と
き
は
、
道
路
左
端
に
寄
せ
て

停
車
し
エ
ン
ジ
ン
を
切
り
、
エ
ン
ジ
ン
キ

ー
は
付
け
た
ま
ま
に
し
、
窓
は
閉
め
、
ド

ア
は
ロ
ッ
ク
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

山
梨
県
警
察

あ
な
た
の
や
さ
し
さ

わ
け
て
く
だ
さ
い

献
血

の
日

水
道
料
金
の
口
座
振
替
制
の

開
始
に
つ
い
て

ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ん

季節の たよ り
バ
　
ラ

東
神
地
　
山
口
里
江
さ
ん

し
ょ
う
ま

竹
之
本
　
山
口
島
子
さ
ん

岩
松
と
ウ
チ
ョ
ウ
ラ
ン

東
神
地
　
山
口
幸
子
さ
ん

紫
　
蘭谷

相
　
佐
藤
知
恵
子
さ
ん



7 月 の 納 税

平成13年７月１日（10）
みなさんの身近な話題・ニュースをお寄せ下さい。

企画課広聴広報係　　５２－２１１１内線１６☎
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佐藤　美優
ミ ユ

ちゃん（谷 相）

平成11年9月5日生

父 建蔵さん　母 鶴子さん

平成13年 7月 1日

第247号

発　行道 志 村 役 場
〒４０２-０２０９
山梨県南都留郡道志村６１８１-１
TEL 0554-52-2111㈹ FAX 52-2572
ホームページアドレス
http://www.vill.doshi.yamanashi.jp/

人口　2,183人　男　1,073人　女1,110人　世帯数587（H13. 6. 1現在）

道 志 の 湯

水 源 の 森

ギャラリー水源の森

屋 内 プ ー ル

道 の 駅 ど う し

計

11,543

5 ,162

415

235

75 ,111

92 ,466

5月の公共施設等の利用状況
（単位：人）

菅谷　初子さん（西和出村）

大正12年2月20日生

固 定 資 産 税（第2期）
国民健康保険料（第2期）
水 　 道 　 料（第2期）
国民年金保険料（第4期）

主 な 行 事
1日　郡体育祭、開会式及び各会場での競技
2日　ゲートボール大会　道志
3日　リハビリ
6日　婦人バレー　唐沢
8日　体育祭陸上競技・閉会式
9日　事後指導
〃　 献血　役　場am10:30～12:00

道の駅pm  1:00～ 3:00
10日　郡老連ゲートボール大会

(林間広間am 8:30)
11日　訪問審査
12日　参議院議員選挙公示
〃　 粗大ゴミ収集（旧久保）

13日　巡回児童相談
14日　ホタル祭 (観光農園)
18日　リハビリ、育児教室
19日　小中終業式 (夏休み8／25まで)
23日　行政相談日
24日　幼児健診
25日　農業委員会、育児教室
〃　 粗大ゴミ収集（旧唐沢）
27日　水生生物調査
28日　道の駅野菜大収穫祭～29
〃　 資源ゴミ収集
29日　参議院議員選挙投票開票
31日　固定資産税第2期納期

わが家の

アイドル

おじいちゃんおばあちゃん

川
　
原
　
畑
　
　
佐
藤
　
和
昭
　
50
歳

竹
　
之
　
本
　
　
佐
藤
　
哲
哉
　
66
歳

慶

弔

◇
五
月
届
出
分
（
敬
称
略
）

上
白
井
平
　
水
越
ひ
か
る
ち
ゃ
ん水

越
一
光

西
和
出
村
　
志
村
　
宜
利
く
ん

志
村
名
佳
子

お
誕
生
お
め
で
と
う(

出
生)

（
届
出
人
）

東

和

出

村
　
　
　
　
菅
谷
　
章
博

都
　
留
　
市
　
　
　
　
酒
井
　
公
子

末
永
く
、
お
幸
せ
に(

結
婚)

（お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す(

死
亡)

●発売期間　7月17日(火)～8月4日(土）

●抽せん日　8月18日(土)

この宝くじの収益金は、市町村の
明るく住みよい街づくりに使われます。

市町村振興宝くじ

サマ
ージャンボ宝くじ

7月は青少年の非行問題強化月間です。

前後賞
各5千万円

1等前後賞
合わせて3億円

1等
2億円

（ ）

ク
ジ
ャ
ク
サ
ボ
テ
ン

川
村
　

佐
藤
と
よ
こ
さ
ん

今
年
は
た
く
さ
ん
の
花
が
咲
き
ま
し
た
。


